Samuel Johnson in His ‘Life Savage’ by 長瀬 久子 & Nagase Hisako






その他のタイトル Samuel Johnson in His ‘Life Savage’
URL http://hdl.handle.net/2241/13828
‘Life of Savage’におけるSamuelJohnson  























〔103〕   
104  長 瀬 久 子  
Savageという複雑な人間の性格描写などを小説を読むように読むことに依存  
している。さらに、Jol－nSOnその人に興味を持つ読者にとっては、この作品に  













Fullof these sal11tary reSOlutions，heleft London．inJuly1739，   
havingtakenleavewithgreattendemessofhisfriends，andpartedfrom  
lheaulhoYqflhisnarralivewithtearsinhiseyes．6）（Italicsmine）   
（これらのためになる決意に満ちて、1739年7月のこと、彼は友人達に心を   










決してしなかった。もっとも、この作品中の数箇所において、Savageの「あ   






When he［Savage］was once gently reproach’d by a friend forsub－   
mitting tolive upon a subscriptlOn，andadvicedratherbyaresol11te   
exertionofhisabilltiesto supporthimself‥ 8）   
（彼tSavage］がある時、ある友人から予約解党金にたよって生活すること   





















心的なBoswellは決して自分を隠したりはしなかった。彼はたしかにJohnson   




自身のロからそれらを引きだす自分の手腕と方法とを誇示している。   
Idonotmeanleading，aSin anorchestra，byplaylngthe丘rst丘ddle；   
butleadmg as one doesin examinlng a Witness－Starting topics，   
andmakinghim［Johnson］pursuethem9）・   
（私ほオ【ケストラでやるみたいに第一バイオリソをひいて導くとはいわな   
い。証人をしらべる時のように導くのだ－話題を始め、それを彼［JollnSOn］   



















－As yo11r COllectio】1S Show hDW OLten yo11have owned the   
OrnamentS Of your poetical pages to the correspondence of the   
unfortunate andingenious Mr．SavageIdoubt not b11t yOu have so   
rLife of Savage一におけるSamuelJohnson  lO7   
much regard to his memoirastoencolユrageaクりdesignlhalmqyhave  
・・・  、  ・・・・、・・    ・・・‥ ‥‥・卜・   
mine）18）   
（一貴下の雑誌が実際に示すように、過去のその詩瀾を飾った吟草が薄幸   
なる天才サヴェジ氏の寄稿によるところがいかに多かったかという事実にか   
んがみて私は、貴下が今も彼の死を深く悼んで、彼の思い出を世の侮辱と中   





equal1ydlSting11ishedby hisvirt11eS and vices；and atonce remarkable  







自身よく知っていた。Richard Savageほ、一時は彼の数奇な運命が世人の注  
巨をあつめ、彼の自伝的な詩は飛ぶような売れゆきを示した。彼は上流の家庭  









ス工場の灰の中に眠る」（Walkedabout the streets ti11he was weary，・・  
andlaydown．．．amongtheashesofaglass，house）ということもあった。   




















／・・、・・‥・・－、～ ・ご‥ご，・   










で意識的に隠していることとは、極めて対照的である。   





















Itis too common for those who have un］uStlv suffered paユn，tO  
infllCtitlikewiseintheirturn，withthesameln］uStice，andtoimaglne   
that they havearight totreat others as theyhavethemselvesbeen   
treated．20）   
（不当な苦痛をうけてきた人々が、今度ほ同じくらい不当に人に苦しみを与   
え、彼等自身が扱われてきたように他人を扱う権利があると思いこむのほ、   
あまりにありふれたことである。）   
と続けることによって、彼の行為がたしかに不当ではあるが、同時に人間的な  
ものであり、読者さえ同じあやまちを犯す危険を免れていないことを思いおこ  
させるのである。   
Savageの行為の中にほ彼が道徳的に無感覚であるかの印象を与えるものも  
ある。また実際に彼は自己欺瞞という観念上の麻酔薬（idealopiate）91）で良心を   
長 瀬 久 子  
眠らせたとして人から非難をうけることがあったようである。「彼は自分の評  
判をそこなってしまった行為を後悔している様子がほとんど見えなかった」（he  






























は、あいまい崖と売春婦と母親との証言によって殺害されるところであった。」   
‘Life of Savage’におけるSamuelJohnson  lll  
（付点筆者）（［Thus］had Savage perished by the evidence of a bawd，a  







ものと共通の弱点に起因すると考えることが可能になるのである。   
このようにして懐柔した読者を  
he［Savage］oughlnolyet10bewhol＆excludedjYOm COmタassion，because   
his faults were very often the effects of hismisfortunes．28）（Italics   
mine）   















Johnsonは‘Li董eofSavage’の中のどこにいるのだろうか？ この疑問に対   
長 瀬 久 子  
する解答の端緒は本節の冒頭にあげた二点の問題についての質問を拇起するこ  
とで、得られそうに思われる。   
Johnsonにこれだけのエネルギーを投入させたものは何だったのか？   
ここに描かれているSavageの魅力はどのような性質のものなのか？  
BoswellはSavageについて「この人物についてはJolmsonが一時期彼の  


























及びSavageの友人達の三者の関係がそこに端的にあらわれている。そこでは   

































ることができる。そして次に引用する箇所でJoImsonの怒りは爆発する。   
長 淑 久 子   
ItmighthavebeenreasonablydemandedbySavage，thattheyshould，  
before they had taken away whattheypromised，have replaced him  
in his formerState，that theyshould have taken no advantage from   
the situation to which the appearance of their kindness hadred11Ced   
him，andthatheshould have been recalled to London，beforehewas   
abandonedt He mightiustly represent，that he ought to havcbeen   
consideredasalユOninthetoils，and demand to be releasedt）eforethe   
dogsshouldbelooseduponhlm．32）   
（彼等ほ約束しておいたことをとりさげてしまう前に自分をもとに戻してお   
くペきであり、また彼等が親切そうなふりをして自分を引きこんだ状態を利   
用してはならず、さらに自分は見捨てられる前にロンドンに呼び戻されるべ   
きだったとSavageが主張しても理屈に合わないことはなかったろう。自分   




















も先のことである。この時期には、彼はまだ「労苦・羨望、窮乏、パトロン、   
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牢獄」（Toil，enVy，Want，thepatron，andthegaol）34）という学者にとって  
の五ケ粂の災いに囲まれ、雇われ三文文士としてこきつかわれ「書店主たちの  



























らわれさえすれは遊芸場ほどこでも人があつまった」（his presencewassufa－  
CienttomakeanyPlaceofpllblicentertainment popular）ものであった。  
この境遇から彼ほ次々と自分に与えられた機会を失ってきたのだった。彼はこ  
うして次第に上流階級的、そして中流階級的特典から疎外されてきた人物であ   




























とができるだろう。RICliard Savage白身がそのように強く自由であることを  
志していたかどうかは分らない。Johnsonの視線がSavageの愚行の中に強く  
自由な力を見たのである。そのために彼は、それだけの力を内蔵するSavage  
の像を措いたのであり、その像の持つ力が読者を魅するのである。   
一方Jobnsonの生き方はどのように見られるであろうか。JoIlnSOnは生  
来、肉体的にも精神的にも異常な激しさを持っていた人であり、「道徳家」とい   






























ぬと感じたであろうし、それ以前に正気でありつづけなければならなかった。   
このように考えるならばJohnsonとSavageとの短い交友は、本来の自己  
でありつづけたことによって身を液ばした老と、生き延びてゆくために本来の  
自己の上に秩序や道徳という仮面をかぶることを選んだ老との出会いという意   





























anyofhis appetiteswithout the grati丘cation which thev solicited，and  
whom nothing but want of money withheld from partaking of every 
pleaslユrethat fellwithinhisview）44）という人物を措くにあたり、Johnson  
は金銭という極めて卑近でいながらその性質上、抽象的で象徴的なものを通じ  
て彼の欲望を十分に措いている。   






























This was hlS COnStant PraCtice during the whole time that he   
receivedthepension‥”Heindeeda侃rmedthatheretiredtostudy．．．   
but his friends declared，that the short timein whichit was spent   
SllnCiently conluted his own account Of his condllCt，47）   














his friendsdlreCtedhiIntOtakealodginginthellbertiesoftheFleet，   
thathemightsec11refromhiscreditors，and‥＿SenthimeveryMonday   













Seizedwithfaintness，aLndhadnothisappetite）49）ほどの極貧であった。   
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Inthisdistress，hereceivedaremittanceoffive po11nds from London，  






























欲望及びそれが代表しているところの彼の本来の自己をSavageの像の中に措   






の中にあるよりも、ほるかに徹底し、ほるかに健やかに‘Life of Savage’の  
車に生きているからである。  
注   





Clarendon Pressから出版されている。本稿を執筆するにあたってはWorld’s Classics  
版のエ盲ひβざゲ≠烏βア0βねを用い、Clarendon版を参考にした。引用ページーますべて  
World’sq恕Sics版による。   
2）M訂kI刀ngaker，且サ7g7すぎゐβ吻γJゆ砂i循 伽且な肋β兜≠鬼C錐ぬり（Octagon  
300ks，1971），pp．324－25．   
81d・Frmk b■Ellis，‘Jobnson and Sa．vage：Twoア由1ed Tragedies and a  
Fai1edTraglCliero’inTheAuthoYinHis WoY鳥（YaleULP．，1978）．pp・337－46L  
Virglnia S・Davidson，‘Johnson’s Life〆Savage＝ The Transformation of a  
GeIlre’in5さ鋸diβ∫古形月毎γ〃タ砂（HaTVardt7・p・1978），pp・57－72・   
4，M・J・C・Hodga叶5α班〃βり0ゐ弗∫0弗α仙窟ガ壷∫r古郡β∫（B．T・3atsford，196礼p・33・   
丘）cf・footnotesinLyeqfSavage．ed．Cla∫enCe Tracy（0ⅩfordU・P・，1971）L   





エエ・刀・（0Ⅹford tr．アリ1970），p．151．   
川James BosⅥrell，エゆげ′0ゐが0弗，（0Ⅹford U．Pリ1980），pp・764－776・   
11）cf．RICIlard B．ScIIWar仁z，β0∫秒β肝∫∫ロゐ那0弗：dタγゆCβわ才カβエゆ（Wis－  
∽nSin U・P・，1978）・   
12）‘LifeofSavage一における作者をあらわす（含む）一人称代名詞旺ついてふれてお   
きたい。この作品は（World’s Classics版で89べ－ジ）、その中にSavageの妻簡四通  
が含まれているが，その他の部分は、ほとんどすべて作者の、地の文章でつづられている。   
この中に‘Ⅰ’（20）∵血y’rl），‘me’（0）を含んヤいる。‘we一（4），‘ollr’（2），‘us’（0）はすべ  
てgenerlCに用いられている。でを含む文を暫定的では腐るが分類すると1）挿入的に   
用いられているもの（6）、2）Savageの詩の批評に関するもの（軋 3）伝記作者としての  
立場を示すもの（9）、4）残り二箇のTは．itis properthatZobservethe［Savage’s］  
impartialitywhichZrecommend・・・・という文に用いられている。‘Irecommend㌧は   
‘Life oiSavage’におけるSamtlelJohnson  
作者がSavageに好意的であることを暗示している。しかし、この文章Fも 彼に対する批  
判的な記述の後におかれており、むしろ読者の内に起したかもしれないSavageへの反感  
を和げる目的で使われたと思われる。構文ほ中立性を強萌する姓質のものである。  
18〉 エ伊げざα物〃βJJoゐ弗∫0勘p・120・  
11〉「サミュエ／レ・ジ皇ソソソ伝1J、p．1悶．  









なった）SudユWa雷址efateofCo肋ざ，Wjt土l－Ⅴムom∫oJICβdeユjgユ1ted to converse，  
andwhomZyetremeberwith tenderness・（Collins の運命はこのようなものであっ  
た。私ほむかし彼と話をするのが好きだりたものだ。今でもいたみをこめて思いだす）な  
ど、Collinsと彼との関係を特に明示する文が含まれている。しかL、この比較から、た  
だちに何らかの結論を引き出すのは、危険が大きい。   
包¢lエ由値ざげ才あe Poβね工Ⅰ，p．137・   
21〉ibid．   
銅〉Johnsonの読者像についてのこの考えは．’TheIdealReader：ACntical  
Fiction’′PML丸1973を参考にしている。   
翫＝ エ壱封βぶザf鬼βPoβねⅠⅠ，p，96・   
封＝ibidリp．96．   
25〉ib軋，p、160．   
引＝ibidリp．114．   
27）ibid．   
匂8）ibid．，p．123，   
211rサミュネル・ジョソソソ伝1」、p．114，   
801cf．W．J．Bate，Sα刑僻り0ゐ期∫㈹，（Hamo11rtBraceJovanovicb，1977）・   
31〉 上ね貼qト撤＝如頭ⅠⅠ，p・153・   
82）ibid．pp．167j．   
叩）㌃サミュエ′レ・ジきソソン伝1J、p．65．   
紬 rゐβyαれ殉′げガ祝桝α循Ⅳ壷5カβざ，1・160■   
舛】rサミュエル・ジまソソソ伝1」、p．90．   
封＝ 同書、p．116．   
㍍】エね紺qト仇∴れ融ⅠⅠ，pp．118⊥9・   
8邑Irサミュエル・ジブソソソ伝1」、p．3A7．   
引＝ 同書、p．36．   
叫 SamuelJolmson，TheYaleEdi七ionoftheWorksofSamulJohnson，Vol・  
Ⅰ，刀jαγ盲β∫，アγ呼βγ5．d仰α7∫，p．50乱  
11）エ古びβ∫げ≠鬼βPoβわⅠⅠ，p．103．   
4虫l本稿 第2節参照。   
屯＝ CatherineC．BaulderStOtl，’JohnsQn’sVileMelarLCllOly’inTゐeAgeqfJoh鶴S抑｝  
（Ya18U・Pリ1949）pp・3－14・   










桝  ユさル、ジ㌧ソソソ伝1」、p．122．   
。???
